昭和中期のキリスト教主義幼稚園の保育実践―保育内容「言葉」に着目して― by 山本 聡子
































































































































































































































































学の 3番目の附属幼稚園である大池分園（名古屋市中区大池町に 1914（大正 4）年設立）が、
名古屋市の道路拡張のために 1922（対象 11）年に名古屋市中区御器所に移転したことで
御器所幼稚園と改称した園である。設立時は園児 20 名、保母 2名の園であった。移転後







































事例① -1　1961（昭和 36）年 6月 20 ～ 24 日
日付 6月 20 日 6 月 21 日 6 月 22 日 6 月 23 日 6 月 24 日
曜日 火 水 木 金 土
単元 水 水 水 水 水



























































月日 4月 24 日 4 月 25 日 4 月 26 日 4 月 27 日 4 月 28 日
曜日 火 水 木 金 土































































事例② -1　1961（昭和 36）年 7月 11 ～ 15 日
月日 7月 11 日 7 月 12 日 7 月 13 日 7 月 14 日 7 月 15 日
曜日 火 水 木 金 土



























































事例② -2　1962（昭和 37）年 3月 6～ 10 日
月日 3月 6日 3月 7日 3月 8日 3月 9日 3月 10 日
曜日 火 水 木 金 土




































































事例③ -1	1961（昭和 36）年 9月 26 ～ 30 日
月日 9月 26 日 9 月 27 日 9 月 28 日 9 月 29 日 9 月 30 日
曜日 火 水 木 金 土
単元 草花と種 草花と種 草花と種 草花と種





































































































事例④	1961（昭和 36）年 10 月 3 ～ 7 日
月日 10 月 3 日 10 月 4 日 10 月 5 日 10 月 6 日 10 月 7 日
曜日 火 水 木 金 土
単元 交通 交通 交通 交通 交通









































足、午前 9 時 20
分集合簡単な礼拝












































事例⑥ -1	1962（昭和 37）年 1月 22 ～ 26 日
月日 1/22 1/23 1/24 1/25 1/26
曜日 火 水 木 金 土
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A Study on Childcare Practice of the Christian Kindergarten
 in the Middle of Showa:
Focus on “Contents of Childcare and Education of Language” 
Yamamoto, Satoko*
キーワード：保育内容言葉，キリスト教主義幼稚園，談話，昭和中期の保育内容
　本稿では、幼稚園教育の歴史の中で、言葉に関わる保育内容は「徳育・しつけ
重視」から「子どもが楽しむもの」へ、保育者が話して聞かせるだけでなく子ど
もも話す、子ども同士が話し合うなど双方向の関わり重視へ、「正しい言葉を身
につける」ことから「話したい意欲」重視へと幾つも大きな変化を遂げた。その
中で昭和中期には実際にどのような保育内容が取り入れられていたかを名古屋柳
城短期大学の附属幼稚園である御器所幼稚園の保育日誌よりまとめた。
　その結果、保育の計画に基づいて、あるテーマを伝えるために、「Conversation」
を中心にして「Storytelling」も取り入れ、保育者からの話や子どもの実体験を
もとにした話し合いを重ねて、土曜日にそれらのまとめをおこなうことが基本的
な流れとなっていたことがわかった。話すために、実物や図版などを話の参考に
したり、童話や視聴覚文化財をまとめに用いてイメージしやすくしたりする工夫
が見られた。また、話の展開や解釈、取り上げる題材にキリスト教主義ならでは
のものが見られた。
　季節や行事、子どもの生活や興味関心に合わせて指導計画を丁寧に立てた上で、
子どもが楽しんで興味を持って聞けるよう話が展開されていたことが日誌から推
察できた。

